
小
賀
野
晶
一
先
生

略
歴

一
九
五
二
年

四
月
二
三
日

大
阪
市
に
生
ま
れ
る

一
九
七
一
年

三
月

千
葉
県
立
千
葉
高
等
学
校
卒
業

一
九
七
一
年

四
月

早
稲
田
大
学
法
学
部
入
学

一
九
七
五
年

三
月

早
稲
田
大
学
法
学
部
卒
業

一
九
七
五
年

四
月

早
稲
田
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
入
学

一
九
七
七
年

三
月

早
稲
田
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

一
九
七
八
年

四
月

早
稲
田
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
入
学

一
九
八
二
年

九
月

早
稲
田
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学

一
九
八
二
年
一
〇
月

秋
田
大
学
教
育
学
部
講
師

一
九
八
六
年

四
月

秋
田
大
学
教
育
学
部
助
教
授

一
九
九
六
年
一
〇
月

秋
田
大
学
教
育
学
部
教
授
（
の
ち
に
教
育
文
化
学
部
に
改
組
）

二
〇
〇
一
年
一
〇
月

博
士
（
法
学
）（
早
稲
田
大
学
）

二
〇
〇
二
年
一
〇
月

千
葉
大
学
法
経
学
部
教
授

二
〇
〇
二
年
一
〇
月

千
葉
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
（
の
ち
に
人
文
社
会
科
学
研
究
科
に
改
組
）

二
〇
〇
三
年

四
月

千
葉
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
博
士
課
程
担
当
（
の
ち
に
人
文
社
会
科
学
研
究
科
に
改
組
）

二
〇
〇
四
年

四
月

千
葉
大
学
大
学
院
専
門
法
務
研
究
科
教
授
に
配
置
換
（
法
経
学
部
教
授
兼
任
）

二
〇
〇
九
年

四
月

弁
護
士
登
録
（
第
一
東
京
弁
護
士
会
）

二
〇
一
〇
年

四
月

千
葉
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
社
会
科
学
研
究
専
攻
長
（
〜
二
〇
一
一
年
三
月
）

二
〇
一
一
年

四
月

千
葉
大
学
法
経
学
部
教
授
に
配
置
換
（
の
ち
に
法
政
経
学
部
に
改
組
）

二
〇
一
一
年

四
月

千
葉
大
学
法
経
学
部
長
（
〜
二
〇
一
三
年
三
月
）

二
〇
一
三
年

四
月

千
葉
大
学
教
育
研
究
評
議
員
（
〜
二
〇
一
五
年
三
月
）

二
〇
一
五
年

四
月

中
央
大
学
法
学
部
教
授

（
こ
の
間
、
法
政
大
学
、
早
稲
田
大
学
、
明
治
大
学
、
日
本
大
学
、
上
智
大
学
、
筑
波
大
学
等
の
非
常
勤
講
師
を
歴
任
）

小賀野晶一先生 略歴
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小
賀
野
晶
一
先
生

主
要
著
作
目
録

Ⅰ

著

書

（
単
著
）

『
交
通
事
故
損
害
賠
償
の
判
例
と
考
え
方

む
ち
打
ち
損
傷
編
』、

保
険
毎
日
新
聞
社
、
五
一
六
頁
、
一
九
八
九
年
八
月

『
成
年
身
上
監
護
制
度
論
―
日
本
民
法
に
お
け
る
権
利
保
障
と
成
年

後
見
法
の
展
望
』（
学
位
論
文
）、
信
山
社
、
三
四
二
頁
、
二
〇
〇
〇

年
八
月

『
現
代
民
法
講
義
（
第
三
版
）』、
成
文
堂
、
三
九
一
頁
、
二
〇
〇
九

年
八
月
（
初
版
二
〇
〇
六
、
第
二
版
二
〇
〇
八
）

『
判
例
か
ら
学
ぶ
不
法
行
為
法
』、
成
文
堂
、
二
一
二
頁
、
二
〇
一

〇
年
一
月

単
編
著

『
民
法
と
成
年
後
見
法
―
人
間
の
尊
厳
を
求
め
て
』、
成
文
堂
、
二

七
三
頁
、
二
〇
一
二
年
三
月

（
共
編
、
分
担
執
筆
）

『
人
口
法
学
の
す
す
め
』、
信
山
社
、「
介
護
問
題
の
法
的
課
題
―
民

法
か
ら
の
展
望
」、
二
六
五
〜
二
九
四
頁
、
一
九
九
九
年
六
月

『
交
通
事
故
訴
訟
』、
民
事
法
研
究
会
、「
第
一
部
第
一
章
序
説
」、

二
〜
三
四
頁
、
二
〇
〇
八
年
四
月

『
実
務
不
法
行
為
法
講
義
（
第
二
版
）』、
民
事
法
研
究
会
、「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
中
の
事
故
と
不
法
行
為
責
任
」「
未
成
年
者
の
不
法

行
為
と
監
督
者
の
責
任
」「
高
齢
者
・
障
害
者
と
不
法
行
為
責
任
」

「
名
誉
・
信
用
毀
損
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
不
法
行
為
責
任
」「
建
築

工
事
と
注
文
者
の
不
法
行
為
責
任
」、
二
五
三
〜
二
六
七
頁
、
二
六

八
〜
二
八
九
頁
、
二
九
〇
〜
三
〇
六
頁
、
三
〇
七
〜
三
三
〇
頁
、
五

三
七
〜
五
五
〇
頁
、
二
〇
一
二
年
一
月
（
初
版
二
〇
〇
五
）

『
社
会
福
祉
士
が
つ
く
る
身
上
監
護
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

二
〇
一
三
』、

民
事
法
研
究
会
、「
第
一
部
第
一
章
」、
二
〜
一
一
頁
、
公
益
社
団
法

人
東
京
社
会
福
祉
士
会
と
共
同
編
集
、
二
〇
一
三
年
五
月

『
交
通
事
故
に
お
け
る
素
因
減
額
問
題
』、
保
険
毎
日
新
聞
社
、「
第

一
編
理
論
編
」、
七
〜
一
九
頁
、
二
〇
一
四
年
八
月

（
共
著
、
分
担
執
筆
）

『
交
通
事
故
損
害
賠
償
の
法
理
と
実
務
』（
交
通
事
故
紛
争
処
理
セ

ン
タ
ー
創
立
一
〇
周
年
記
念
論
文
集
）、
ぎ
ょ
う
せ
い
、「
因
果
関
係

の
割
合
的
認
定
に
関
す
る
事
例
研
究
」、
九
七
〜
一
二
一
頁
、「
物
損

事
故
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
―
六
四
年
型
ベ
ン
ツ
の
場
合
」、
四
七

九
〜
四
九
〇
頁
、
一
九
八
四
年
九
月

『
現
代
判
例
民
法
学
の
課
題
』（
森
泉
章
教
授
還
暦
記
念
）、
法
学
書

院
、「
法
定
地
上
権
」、
四
〇
五
〜
四
二
三
頁
、
一
九
八
八
年
九
月

『
交
通
災
害
に
お
け
る
損
害
賠
償
、
保
険
お
よ
び
社
会
保
障
』、
保
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険
毎
日
新
聞
社
、「
後
遺
障
害
被
害
者
の
救
済
―
植
物
状
態
患
者
と

む
ち
打
ち
症
患
者
」、
七
八
〜
一
〇
三
頁
、
一
九
八
八
年
一
一
月

『
社
寺
林
と
法
―
社
寺
林
の
保
存
に
関
す
る
法
学
的
研
究
』、
ぎ
ょ

う
せ
い
、「
中
尊
寺
」
七
二
〜
八
四
頁
、「
出
羽
三
山
神
社
」
一
一

七
〜
一
五
三
頁
、「
熱
田
神
宮
」
一
五
四
〜
一
六
二
頁
、
ほ
か
、
一

九
八
九
年
二
月

『
世
界
の
交
通
法
』（
日
本
交
通
法
学
会
創
立
二
〇
周
年
記
念
）、
西

神
田
編
集
室
、「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
道
路
交
通
法
」、
六
二
〜
七

三
頁
、「
旅
行
見
聞
記

タ
イ
道
路
交
通
事
情
」、
四
五
五
〜
四
六
三

頁
、
一
九
九
二
年
六
月

『
保
険
の
現
代
的
課
題
』（
鈴
木
辰
紀
教
授
還
暦
記
念
）、
成
文
堂
、

「
交
通
事
故
損
害
賠
償
法
と
『
公
正
』
議
論
―
素
因
競
合
事
例
と
医

療
費
単
価
事
例
を
中
心
に
」、
四
六
七
〜
四
八
四
頁
、
一
九
九
二
年

九
月

『
交
通
事
故
訴
訟
の
理
論
と
展
望
』（
創
立
三
〇
周
年
記
念
）、
ぎ
ょ

う
せ
い
、「
複
数
加
害
行
為
と
好
意
同
乗
」（
第
一
章
）、
二
〇
七
〜

二
二
九
頁
、
一
九
九
三
年
二
月

『
注
解
不
動
産
法
Ⅰ

不
動
産
売
買
』、
青
林
書
院
、「
前
注
物
権
的

請
求
権
、
第
一
九
七
条
〜
第
二
〇
二
条
」、
一
四
七
〜
一
六
一
頁
、

一
九
九
三
年
二
月

『
民
法
学
の
新
た
な
展
開
』（
高
島
平
蔵
教
授
古
稀
記
念
）、
成
文
堂
、

「
民
法
に
お
け
る
弱
者
保
護
理
論
の
展
開
」、
七
三
七
〜
八
〇
六
頁
、

一
九
九
三
年
三
月

『
発
展
途
上
国
の
環
境
法
―
東
南
・
南
ア
ジ
ア
』、
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所
、「
タ
イ
の
環
境
法
と
行
政
制
度
」、
一
一
九
〜
一
六
四
頁
、
一

九
九
四
年
三
月

『
交
通
事
故
賠
償
の
法
理
と
紛
争
処
理
』（（
財
）
交
通
事
故
紛
争
処

理
セ
ン
タ
ー
創
立
二
〇
周
年
記
念
（
上
））、
ぎ
ょ
う
せ
い
、「
割
合

的
因
果
関
係
論
の
基
礎
的
考
察
」（
第
一
章
）、
三
〇
〜
五
三
頁
、
一

九
九
四
年
六
月

『
交
通
事
故
賠
償
重
要
判
例
の
解
説
』（（
財
）
交
通
事
故
紛
争
処
理

セ
ン
タ
ー
創
立
二
〇
周
年
記
念
（
下
））、
ぎ
ょ
う
せ
い
、（
七
件
の

判
決
を
担
当
）、
一
九
九
四
年
六
月

『
交
通
損
害
賠
償
の
基
礎
知
識
（
上
巻
）』、
青
林
書
院
、「
工
作
物

責
任
・
営
造
物
責
任
」、
一
六
一
〜
一
七
一
頁
、
一
九
九
五
年
五
月

『
高
齢
社
会
の
親
子
法
』、
勁
草
書
房
、「
子
ど
も
の
身
上
監
護
」、

四
五
〜
七
九
頁
、
一
九
九
五
年
一
二
月

『
民
法
と
環
境
法
の
諸
問
題
』（
加
藤
一
郎
先
生
訪
中
、
中
日
民
法

環
境
法
学
術
交
流
一
〇
周
年
記
念
）、
中
国
人
民
大
学
出
版
社
、「
原

発
風
評
被
害
損
害
賠
償
控
訴
事
件
―
名
古
屋
高
裁
金
沢
支
部
平
成
元

年
五
月
一
七
日
判
決
」、
一
〇
四
〜
一
一
九
頁
（
中
国
語
訳
）、
一
九

九
五
年
一
二
月

『
交
通
事
故
賠
償
の
新
た
な
動
向
』（
交
通
事
故
民
事
裁
判
例
集
創

刊
二
五
周
年
記
念
）、
ぎ
ょ
う
せ
い
、「『
あ
る
が
ま
ま
判
決
』
の
批

判
的
検
討
」（
Ⅰ
論
説
編
）、
一
九
五
〜
二
一
八
頁
、
一
九
九
六
年
三

月『
地
球
環
境
と
ア
ジ
ア
環
境
法
』、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、「
途
上
国

の
環
境
保
全
の
た
め
の
理
念
と
法
的
枠
組
み
―
地
球
環
境
権
の
確
立

小賀野晶一先生 主要著作目録
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に
向
け
て
」、
一
四
九
〜
一
六
八
頁
、
一
九
九
六
年
三
月

『
ア
ジ
ア
の
不
動
産
法
制
二
―
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
』、
財
団
法
人
日
本
住
宅
総
合
セ
ン
タ
ー
、「
タ
イ
の

民
商
法
典
（
第
四
編
財
産
権
）
土
地
法
典
の
概
説
」、
六
四
〜
八
五

頁
、
一
九
九
六
年
一
二
月

『
発
展
途
上
国
の
環
境
政
策
の
展
開
と
法
』、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、

「
一
般
廃
棄
物
問
題
の
動
向
と
法
制
度
―
マ
レ
ー
シ
ア
、
台
湾
、
韓

国
、
日
本
の
概
観
」、
二
七
〜
四
七
頁
、
一
九
九
七
年
三
月

『
環
境
と
金
融
―
そ
の
法
的
側
面
』、
成
文
堂
、「
私
的
契
約
と
環
境

配
慮
」（
Ⅱ
わ
が
国
に
お
け
る
環
境
配
慮

第
一
章
）、
一
九
六
〜
二

二
一
頁
、
一
九
九
七
年
三
月

『
借
地
借
家
法
の
理
論
と
実
務
』、
有
斐
閣
、「
一
般
定
期
借
地
権
設

定
上
の
問
題
点
」、
一
〇
九
〜
一
三
三
頁
、
一
九
九
七
年
四
月

『
Ｑ
＆
Ａ
高
齢
者
財
産
管
理
の
実
務
』、
新
日
本
法
規
、「
未
成
年
後

見
と
成
年
後
見
」「
成
年
後
見
と
は
」
四
五
一
〜
四
五
八
頁
、
一
九

九
七
年
七
月

『
新
版
注
解
交
通
損
害
賠
償
法
』（
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
、
国

家
賠
償
法
）、
青
林
書
院
、「
公
の
営
造
物
に
つ
い
て
の
責
任
、
求
償

権
」（
Ⅱ
国
家
賠
償
法
）、
四
二
六
〜
四
四
六
頁
、
一
九
九
七
年
一
〇

月『
歴
史
的
遺
産
の
保
護
』、
信
山
社
、「
環
境
遺
産
保
全
の
法
的
手
法

―
多
元
化
と
契
約
的
手
法
」、
一
六
七
〜
一
九
九
頁
、
一
九
九
七
年

一
二
月

『
高
齢
社
会
と
自
治
体
』、
日
本
加
除
出
版
、「
寝
た
き
り
高
齢
者
・

痴
呆
性
高
齢
者
の
介
護
問
題
（
施
設
・
在
宅
介
護
）」、
七
四
〜
七
九

頁
、
一
九
九
八
年
一
月

『
現
代
判
例
民
法
学
の
理
論
と
展
望
』（
森
泉
章
先
生
古
稀
祝
賀
）、

法
学
書
院
、「
法
定
地
上
権
」、
二
五
二
〜
二
六
九
頁
、
一
九
九
八
年

九
月

『
現
代
福
祉
学
レ
キ
シ
コ
ン
（
第
二
版
）』、
雄
山
閣
出
版
、「
成
年

後
見
人
」、
五
八
二
頁
、
一
九
九
八
年
一
〇
月
（
初
版
一
九
九
三
）

『
交
通
損
害
賠
償
の
諸
問
題
』、
判
例
タ
イ
ム
ズ
社
、「
醜
状
障
害
の

損
害
算
定
」「
植
物
状
態
患
者
の
救
済
と
損
害
算
定
」（
第
二
章
損
害

論
）、
三
一
四
〜
三
四
七
頁
、
三
四
八
〜
三
七
九
頁
、
一
九
九
九
年

六
月

『
道
路
管
理
の
法
と
争
訟
』、
ぎ
ょ
う
せ
い
、「
損
害
賠
償
論
に
関
す

る
最
近
の
新
し
い
考
え
方
と
そ
の
評
価
」（
Ⅰ
総
論
）「
瑕
疵
に
つ
い

て
の
法
的
考
え
方
―
判
決
例
の
分
析
と
類
型
化
」（
Ⅱ
個
別
法
律
上

の
問
題
）、
三
九
〜
六
四
頁
、
三
二
四
〜
三
五
六
頁
、
二
〇
〇
〇
年

一
二
月

『
現
代
保
険
論
集
』（
鈴
木
辰
紀
先
生
古
稀
記
念
）、
成
文
堂
、「
寄

与
度
論
―
事
故
法
の
課
題
と
「「
公
正
」
議
論
の
ゆ
く
え
」（
自
動
車

保
険
）、
一
七
五
〜
一
九
九
頁
、
二
〇
〇
一
年
五
月

『
成
年
後
見
と
社
会
福
祉
―
実
践
的
身
上
監
護
シ
ス
テ
ム
の
課
題
』、

信
山
社
、「
成
年
後
見
法
の
成
立
と
改
革
の
意
義
」（
第
一
部
新
法
の

成
立
と
改
革
の
意
義
）「
成
年
後
見
法
の
展
望
」（
第
四
部
成
年
後
見

法
の
展
望
）「
地
域
に
お
け
る
身
上
監
護
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」（
第
五

部
望
ま
れ
る
後
見
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
）、
六
〜
一
七
頁
、
一
〇
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〇
〜
一
〇
七
頁
、
一
二
四
〜
一
三
四
頁
、
二
〇
〇
二
年
三
月

『
不
動
産
学
事
典
』、
住
宅
新
報
社
、「
地
下
・
空
中
の
開
発
」、
一

九
六
〜
一
九
九
頁
、「
開
発
と
保
全
」、
二
〇
二
〜
二
〇
七
頁
、
二
〇

〇
二
年
四
月

『
割
合
的
解
決
と
公
平
の
原
則
』、
ぎ
ょ
う
せ
い
、「
寄
与
度
、
過
失

相
殺
―
寄
与
度
論
へ
の
展
望
」（
第
一
章
総
論
）、
四
三
〜
七
二
頁
、

二
〇
〇
二
年
六
月

『
新
・
裁
判
実
務
大
系
五

交
通
損
害
訴
訟
法
』、
青
林
書
院
、「
素

因
減
額
」、
二
六
七
〜
二
八
七
頁
、
二
〇
〇
三
年
三
月

『
高
齢
者
居
住
法
』、
信
山
社
、「
中
古
住
宅
の
活
用
と
流
通
」、
一

五
五
〜
一
七
三
頁
、
二
〇
〇
三
年
一
二
月

『
医
事
法
の
方
法
と
課
題
』（
植
木
哲
先
生
還
暦
記
念
）、
信
山
社
、

「
医
事
法
と
成
年
後
見
制
度
―
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
論

の
新
し
い
視
点
」、
六
一
〜
八
九
頁
、
二
〇
〇
四
年
六
月

『
交
通
事
故
損
害
賠
償
の
新
潮
流
』（（
財
）
交
通
事
故
紛
争
処
理
セ

ン
タ
ー
創
立
三
〇
周
年
記
念
論
文
集
）、
ぎ
ょ
う
せ
い
、「
事
故
と
自

殺
と
の
因
果
関
係
認
定
と
そ
の
根
拠
」、「
道
路
工
事
現
場
付
近
の
交

通
事
故
と
道
路
管
理
者
の
責
任
」、
一
六
八
〜
一
八
五
頁
、
九
六
〜

一
一
二
頁
、
二
〇
〇
四
年
九
月

『
損
害
賠
償
法
と
責
任
保
険
の
理
論
と
実
務
』（
平
沼
髙
明
先
生
古

稀
記
念
）、
信
山
社
、「
学
校
事
故
―
自
殺
事
例
に
関
す
る
因
果
関
係

論
か
ら
の
考
察
」、
一
三
八
〜
一
五
六
頁
、
二
〇
〇
五
年
四
月

『
新
・
裁
判
実
務
大
系
一
九

保
険
関
係
訴
訟
法
』、
青
林
書
院
、

「
自
損
事
故
保
険
・
無
保
険
車
傷
害
保
険
」、
一
五
〇
〜
一
六
五
頁
、

二
〇
〇
五
年
八
月

『
子
ど
も
の
安
全
と
危
機
管
理
』、
第
一
法
規
、「
事
件
・
事
故
と
学

校
の
責
任
」
六
二
一
〜
六
三
一
頁
、
二
〇
〇
五
年
九
月

『
医
療
事
故
紛
争
の
予
防
・
対
応
の
実
務
―
―
リ
ス
ク
管
理
か
ら
補

償
シ
ス
テ
ム
ま
で
―
―
』、
新
日
本
法
規
、「
医
療
事
故
訴
訟
に
お
け

る
因
果
関
係
」、
七
九
〜
一
〇
二
頁
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月

『
学
校
安
全
と
危
機
管
理
』、
大
修
館
書
店
、「
学
校
に
お
け
る
事

件
・
事
故
に
関
す
る
責
任
と
法
的
対
応
」、
一
六
五
〜
一
七
四
頁
、

二
〇
〇
六
年
四
月

『
成
年
後
見
と
医
療
行
為
』、
日
本
評
論
社
、「
医
療
同
意
と
身
上
監

護
」、
一
三
七
〜
一
五
七
頁
、
二
〇
〇
七
年
三
月

『
判
例
に
み
る
共
同
不
法
行
為
責
任
』、
新
日
本
法
規
、「
運
送
中
の

事
故
」、「
労
働
関
係
事
件
」、「
婚
姻
解
消
事
件
」、「
製
品
事
故
」、

「
そ
の
他
」、
三
七
一
〜
四
三
九
頁
、
二
〇
〇
七
年
三
月

『
新
・
裁
判
実
務
大
系
二
九

銀
行
関
係
訴
訟
法
』、
青
林
書
院
、

「
成
年
後
見
人
等
と
金
融
機
関
と
の
取
引
上
の
留
意
点
」、
四
六

四
〜
四
八
三
頁
、
二
〇
〇
七
年
五
月

『
交
通
賠
償
論
の
新
次
元
』、
判
例
タ
イ
ム
ズ
社
、「
割
合
的
認
定
論

の
法
的
構
成
―
相
当
因
果
関
係
論
の
再
構
成
」、
一
〇
〇
〜
一
二
三

頁
、
二
〇
〇
七
年
九
月

『
新
家
族
法
実
務
大
系
②
﹇
Ⅱ
﹈
親
子
・
後
見
』、
新
日
本
法
規
、

「
任
意
後
見
契
約
と
任
意
後
見
人
の
権
限
を
め
ぐ
る
問
題
」、
五
五

〇
〜
五
六
六
頁
、
二
〇
〇
八
年
二
月

『
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
信
託
法
』、
ぎ
ょ
う
せ
い
、「
第
一
章
総
則
（
第

小賀野晶一先生 主要著作目録

６６３



一
条
〜
第
一
三
条
）」、
三
一
〜
六
六
頁
、
二
〇
〇
八
年
一
一
月

『
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ス
ク

環
境
法
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
』、
産
業

環
境
管
理
協
会
、「
環
境
配
慮
義
務
論
」、
九
九
〜
一
一
八
頁
、
二
〇

〇
九
年
六
月

『
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
環
境
法
（
第
二
版
）』、
成
文
堂
、
一
八
〜
二
五
頁

（
一
部
共
著
）、
四
三
三
〜
五
二
八
頁
、
二
〇
一
〇
年
四
月
（
初
版

二
〇
〇
六
、
補
訂
版
二
〇
〇
七
）

『
高
齢
社
会
考
』、
ワ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、「
高
齢
社
会
と
自
立

の
援
助
―
成
年
後
見
に
お
け
る
身
上
監
護
を
実
効
あ
る
も
の
に
す
る

た
め
に
」、
一
二
五
〜
一
三
四
頁
、
二
〇
一
〇
年
六
月

『
高
齢
社
会
に
お
け
る
法
的
諸
問
題
』（
須
永
醇
先
生
傘
寿
記
念
）、

酒
井
書
店
、「
成
年
身
上
監
護
論
の
要
点
」、
四
七
〜
六
二
頁
、
二
〇

一
〇
年
九
月

『
人
の
一
生
と
医
療
紛
争
』、
青
林
書
院
、「
交
通
事
故
と
医
療
事
故

の
競
合
―
最
高
裁
平
成
一
三
年
三
月
一
三
日
判
決
の
論
理
」、
四
一

一
〜
四
二
三
頁
、
二
〇
一
〇
年
一
二
月

『
成
年
後
見
法
制
の
展
望
』、
日
本
評
論
社
、「
成
年
後
見
と
社
会
福

祉
法
制
」、
二
四
六
〜
二
七
三
頁
、
二
〇
一
一
年
一
月

『
学
校
・
子
ど
も
の
安
全
と
危
機
管
理
』、
少
年
写
真
新
聞
社
、「
学

校
事
故
で
問
わ
れ
る
一
般
的
な
法
的
責
任
」、
一
一
六
〜
一
二
三
頁
、

二
〇
一
二
年
四
月

『
権
利
擁
護
と
成
年
後
見
』、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
第
一
章
「
相
談

援
助
活
動
に
求
め
ら
れ
る
法
知
識
」、
一
三
〜
五
〇
頁
、
二
〇
一
三

年
四
月

『
賠
償
科
学
―
医
学
と
法
学
と
の
融
合
（
改
訂
版
）』、
民
事
法
研
究

会
、「
今
後
の
賠
償
科
学
の
あ
り
方
―
法
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」

「
因
果
関
係
問
題
―
法
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」、
一
〇
八
〜
一
一

三
頁
、
一
八
三
〜
二
〇
一
頁
、
二
〇
一
三
年
九
月
（
初
版
二
〇
〇
七
）

『
法
律
行
為
論
の
諸
相
と
展
開
』（
髙
森
八
四
郎
先
生
古
稀
記
念
）、

法
律
文
化
社
、「
医
療
契
約
と
医
療
同
意
」、
三
〇
四
〜
三
二
八
頁
、

二
〇
一
三
年
一
〇
月

『
逐
条
解
説
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
』、
弘
文
堂
、「
四
条
」
六

〇
〜
九
七
頁
、
二
〇
一
四
年
二
月

『
民
事
法
学
の
歴
史
と
未
来
』（
田
山
輝
明
先
生
古
稀
記
念
）、
成
文

堂
、「
原
子
力
発
電
所
事
故
と
損
害
賠
償
責
任
」、
一
〇
一
〜
一
二
三

頁
、
二
〇
一
四
年
三
月

『
自
分
で
決
め
る
人
生
の
終
い
方
―
最
期
の
医
療
と
制
度
の
活
用
』、

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、「
成
年
後
見
制
度
を
展
望
す
る
」、
一
三
一
〜
一

六
四
頁
、
二
〇
一
四
年
六
月

『
交
通
事
故
紛
争
処
理
の
法
理
』（（
公
財
）
交
通
事
故
紛
争
処
理
セ

ン
タ
ー
創
立
四
〇
周
年
記
念
論
文
集
）、
ぎ
ょ
う
せ
い
、「
過
失
相
殺

に
お
け
る
被
害
者
側
の
問
題
」、
四
三
二
〜
四
四
三
頁
、
二
〇
一
四

年
一
〇
月

（
共
同
改
訂
）

『
新
版
注
釈
民
法
（
七
）
物
権
（
二
）』、
有
斐
閣
、「
所
有
権
の
限

界
」「
相
隣
関
係
」、
三
一
四
〜
三
七
四
頁
、
二
〇
〇
七
年
九
月
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Ⅱ

論
文
等

（
単
著
）

「
イ
ギ
リ
ス
不
動
産
登
記
法
の
展
開
と
構
成
」、
早
稲
田
大
学
大
学

院
法
研
論
集
一
九
号
、
二
七
〜
五
六
頁
、
一
九
七
九
年
二
月

「
ト
レ
ン
ス
シ
ス
テ
ム
の
展
開
過
程
―
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
を
中
心
と
し
て
」、
早
稲
田
法
学
会
誌
三
〇
巻
、
一
〇

七
〜
一
四
〇
頁
、
一
九
八
〇
年
三
月

「
土
地
所
有
権
の
観
念
性
に
つ
い
て
の
再
検
討
―
イ
ギ
リ
ス
に
お
け

るSEISIN

の
分
析
を
通
し
て
」、
早
稲
田
大
学
大
学
院
法
研
論
集
二

二
号
、
三
一
〜
六
三
頁
、
一
九
八
〇
年
一
二
月

「
イ
ギ
リ
ス
不
動
産
担
保
法
の
展
開
過
程
―
モ
ー
ゲ
ー
ジ
の
抵
当
権

化
を
中
心
に
」、
早
稲
田
大
学
大
学
院
法
研
論
集
二
四
号
、
六
三
〜

九
二
頁
、
一
九
八
一
年
一
一
月

「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
現
行
抵
当
権
制
度
」、
早
稲
田
法
学
五
八
巻

四
号
、
一
七
五
〜
二
二
〇
頁
、
一
九
八
四
年
三
月

「
個
人
別
的
因
果
関
係
」（
特
集
・
最
近
の
大
気
汚
染
訴
訟
判
決
の

横
断
的
考
察
）、
判
例
タ
イ
ム
ズ
八
五
〇
号
、
九
〜
二
五
頁
、
一
九

九
四
年
九
月

「
事
業
損
失
の
法
的
性
格
と
そ
の
位
置
づ
け
」、
月
刊
用
地
二
七
巻

三
二
四
号
、
六
〜
一
六
頁
、
一
九
九
四
年
九
月

「
信
託
に
お
け
る
信
託
的
譲
渡
の
特
徴
」、『
実
定
信
託
法
研
究
ノ
ー

ト
』、
三
〜
二
六
頁
、（
財
）
ト
ラ
ス
ト
六
〇
、
一
九
九
六
年
三
月

「
成
年
身
上
監
護
制
度
論
（
一
）（
二
）（
三
）（
四
・
完
）」、
ジ
ュ

リ
ス
ト
一
〇
九
〇
号
一
一
二
〜
一
一
九
頁
、
一
〇
九
二
号
六
〇
〜
六

七
頁
、
一
〇
九
三
号
一
〇
六
〜
一
一
五
頁
、
一
〇
九
四
号
一
一
三
〜

一
二
〇
頁
、
一
九
九
六
年
六
〜
七
月

「
贈
与
の
信
託
的
構
成
―
譲
渡
法
理
か
ら
の
考
察
」、『
信
託
法
と
民

法
の
交
錯
』、
七
〜
九
三
頁
、（
財
）
ト
ラ
ス
ト
六
〇
、
一
九
九
八
年

一
〇
月

「
環
境
民
事
訴
訟
の
新
た
な
動
向
」、
環
境
法
研
究
二
六
号
、
八

三
〜
一
一
二
頁
、
二
〇
〇
一
年
四
月

「
環
境
配
慮
義
務
論
―
環
境
法
論
の
基
礎
的
研
究
」、
千
葉
大
学
法

学
論
集
一
七
巻
三
号
、
二
一
〜
八
三
頁
、
二
〇
〇
二
年
一
二
月

「
成
年
後
見
法
研
究
の
論
点
」、
成
年
後
見
法
研
究
一
号
、
一
〇

四
〜
一
一
二
頁
、
二
〇
〇
三
年
三
月

「
短
期
賃
貸
借
保
護
の
原
則
廃
止
」、
金
融
・
商
事
判
例
（
増
刊
）

一
一
八
六
号
、
二
六
〜
三
七
頁
、
二
〇
〇
四
年
三
月

「
犯
罪
・
非
行
に
対
す
る
民
事
責
任
の
意
義
と
限
界
」、
法
律
時
報

九
四
六
号
、
一
三
〜
二
〇
頁
、
二
〇
〇
四
年
七
月

「
民
法
の
現
代
化
と
都
市
生
活
法
の
形
成
」、
千
葉
大
学
法
学
論
集

一
九
巻
一
号
（
丸
山
英
氣
先
生
退
官
記
念
号
）、
一
二
三
〜
一
六
〇

頁
、
二
〇
〇
四
年
七
月

「
身
上
監
護
の
現
状
と
展
望
」、
家
族
〈
社
会
と
法
〉
二
〇
号
（
成

年
後
見
）、
四
五
〜
五
七
頁
、
二
〇
〇
四
年
一
一
月

「
不
動
産
所
有
権
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」、
日
本
不
動
産
学
会
誌
七

〇
号
（
日
本
不
動
産
学
会
設
立
二
〇
周
年
特
集
）、
三
五
〜
四
二
頁
、
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二
〇
〇
五
年
一
月

「
環
境
配
慮
義
務
論
」、
環
境
管
理
四
二
号
、
五
三
〜
六
一
頁
、
二

〇
〇
六
年
五
月

「
環
境
配
慮
義
務
の
法
的
位
置
づ
け
」、
環
境
法
研
究
三
一
号
、
六

一
〜
八
六
頁
、
二
〇
〇
六
年
一
〇
月

「
耐
震
偽
装
の
民
事
責
任
」、
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
二
一
八
号
、
一

二
〜
一
八
頁
、
二
〇
〇
六
年
一
一
月

「
信
託
の
設
定
」、
金
融
・
商
事
判
例
一
二
六
一
号
、
二
四
〜
二
九

頁
、
二
〇
〇
七
年
三
月

「
建
築
協
定
と
ま
ち
づ
く
り
」、
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
二
四
七
号
、
四

二
〜
四
八
頁
、
二
〇
〇
七
年
一
〇
月

「
素
因
競
合
と
割
合
的
認
定
―
日
本
不
法
行
為
法
の
課
題
」、
千
葉

大
学
法
学
論
集
二
五
巻
二
号
、
六
五
〜
一
〇
九
頁
、
二
〇
一
〇
年
七

月「
瑕
疵
担
保
責
任
の
瑕
疵
と
は
何
か
」、
千
葉
大
学
法
学
論
集
二
八

巻
一
・
二
号
、
六
三
〜
九
〇
頁
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月

「
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
と
法
的
整
備
」、
老
年
精
神
医
学
雑
誌
二
五

巻
二
号
、
一
七
〇
〜
一
七
五
頁
、
二
〇
一
四
年
二
月

「
被
害
者
の
能
力
と
過
失
相
殺
」、
交
通
法
研
究
四
二
号
、
四
六
〜

六
六
頁
、
二
〇
一
四
年
二
月

「
産
業
廃
棄
物
の
不
適
正
処
理
と
行
政
代
執
行
―
環
境
法
と
民
法
の

交
錯
を
中
心
に
」、
日
本
法
学
八
〇
巻
三
号
、
一
六
九
〜
二
〇
二
頁

（
山
川
一
陽
教
授
古
稀
記
念
号
）、
二
〇
一
五
年
一
月

Ⅲ

研
究
ノ
ー
ト
等

「
学
会
回
顧

交
通
法
」、
法
律
時
報
五
五
巻
一
二
号
、
八
四
〜
八

七
頁
、
一
九
八
三
年
一
二
月
、「
学
会
回
顧

交
通
法
」、
法
律
時
報

五
六
巻
一
三
号
、
九
八
〜
一
〇
二
頁
、
一
九
八
四
年
一
二
月
、「
学

会
回
顧

交
通
法
」、
法
律
時
報
五
七
巻
一
三
号
、
九
三
〜
九
六
頁
、

一
九
八
五
年
一
二
月
、「
学
会
回
顧

交
通
法
」、
法
律
時
報
五
八
巻

一
三
号
、
八
九
〜
九
二
頁
、
一
九
八
六
年
一
二
月
、「
学
会
回
顧

民
法
（
事
務
管
理
・
不
当
利
得
・
不
法
行
為
部
分
）」、
法
律
時
報
七

七
巻
一
三
号
、
九
五
〜
九
八
頁
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月
、「
学
会
回

顧

民
法
（
事
務
管
理
・
不
当
利
得
・
不
法
行
為
部
分
）」、
法
律
時

報
七
八
巻
一
三
号
、
一
〇
四
〜
一
〇
七
頁
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
、

「
学
会
回
顧

民
法
（
総
則
部
分
）」、
法
律
時
報
八
六
巻
一
三
号
七

九
頁
〜
八
二
頁
、
二
〇
一
四
年
一
二
月

「
イ
ギ
リ
ス
の
譲
渡
抵
当
法
理
」、
私
法
四
六
号
、
一
七
七
〜
一
八

二
頁
、
一
九
八
四
年
九
月

「
譲
渡
担
保
法
と
法
的
構
成
―
信
託
法
理
の
応
用
可
能
性
を
求
め

て
」、
信
託
法
研
究
九
号
、
四
五
〜
六
六
頁
、
一
九
八
五
年
六
月

「Insurance
Com

pany
of
N
orth

A
m
erican

v.Pasakar-
nis,４５１So.２

d
４４７

（Fla.１９８４

）
―
自
動
車
事
故
訴
訟
に
お
い

て
、
被
害
者
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
未
着
用
は
過
失
相
殺
あ
る
い
は
損
害

額
の
減
額
の
事
由
と
し
て
考
慮
さ
れ
う
る
」、
ア
メ
リ
カ
法
一
九
八

六
―

二
、
四
九
〇
〜
四
九
二
頁
、
一
九
八
七
年
三
月
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「
秋
田
県
に
お
け
る
交
通
事
故
紛
争
処
理
の
概
要
」、
秋
田
大
学
教

育
学
部
研
究
紀
要
（
人
文
科
学
・
社
会
科
学
）
三
七
集
、
七
五
〜
九

八
頁
、
一
九
八
七
年
二
月

「
秋
田
県
の
環
境
状
況
と
法
規
制
」『
環
境
保
護
を
め
ぐ
る
最
近
の

諸
問
題
』、
七
〜
三
三
頁
、
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
研
究
所
、
一
九
八

七
年
二
月

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
と
鉱
業
法
の
展
開
―
土
地
所
有
権
と
鉱
業
権
の

関
係
を
中
心
と
し
て
」
秋
田
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
（
人
文
科
学

・
社
会
科
学
）
三
八
集
、
一
七
一
〜
一
八
三
頁
、
一
九
八
八
年
二
月

「
環
境
教
育
に
関
す
る
法
学
的
考
察
」、
秋
田
大
学
教
育
学
部
教
育

工
学
研
究
報
告
一
〇
号
、
二
五
〜
三
三
頁
、
一
九
八
八
年
四
月

「
雪
害
の
抑
止
・
補
償
と
快
適
環
境
育
成
―
雪
と
生
活
に
関
す
る
法

的
諸
問
題
の
検
討
を
通
し
て
」、
早
稲
田
法
学
六
三
巻
三
号
、
一
五

七
〜
二
一
六
頁
、
一
九
八
八
年
四
月

「
鉱
害
の
賠
償
訴
訟
と
法
理
論
」、
秋
田
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要

（
人
文
科
学
・
社
会
科
学
）
三
九
集
、
八
三
〜
九
六
頁
、
一
九
八
八

年
七
月

「
む
ち
打
ち
症
被
害
者
の
適
正
救
済
と
割
合
的
判
断
」、
判
例
タ
イ

ム
ズ
六
七
四
号
、
四
四
〜
五
三
頁
、
一
九
八
八
年
一
一
月

「
鉱
業
法
理
論
の
基
礎
的
考
察
」、
秋
田
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要

（
人
文
科
学
・
社
会
科
学
）
四
〇
集
、
九
七
〜
一
〇
九
頁
、
一
九
八

九
年
二
月

「
イ
ギ
リ
ス
土
地
法
の
研
究
（
覚
書
）」（
堀
江
正
男
教
授
退
官
記

念
）、
秋
田
大
学
一
般
教
育
総
合
科
目
研
究
紀
要

科
学
論
Ⅰ
、
七

一
〜
九
六
頁
、
一
九
八
九
年
三
月

「
環
境
教
育
の
法
学
的
考
察
―
私
権
制
限
」、
秋
田
大
学
教
育
学
部

教
育
工
学
研
究
報
告
一
一
号
、
二
五
〜
三
二
頁
、
一
九
八
九
年
五
月

「
最
近
の
タ
イ
の
環
境
問
題
と
法
」、
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
三
四
号
、
一

一
六
頁
、
一
九
八
九
年
六
月

「
法
学
教
育
の
基
礎
的
研
究
―
適
法
行
為
に
起
因
す
る
被
害
の
補

償
」、
秋
田
大
学
教
育
学
部
教
育
工
学
研
究
報
告
一
二
号
、
一
五
〜

二
五
頁
、
一
九
九
〇
年
五
月

「
軽
度
傷
害
事
例
に
お
け
る
心
因
性
の
法
的
評
価
」、
賠
償
医
学
一

三
号
、
二
〇
〜
三
二
頁
、
一
九
九
一
年
六
月

「
法
と
科
学
―
裁
判
に
お
け
る
鑑
定
の
機
能
を
中
心
に
」、
秋
田
大

学
教
育
学
部
研
究
紀
要
（
人
文
科
学
・
社
会
科
学
）
四
一
集
、
一
一

一
〜
一
二
〇
頁
、
一
九
九
二
年
二
月

「
生
涯
学
習
と
し
て
の
法
学
学
習
の
確
立
と
民
法
学
の
課
題
」、
秋

田
大
学
教
育
学
部
教
育
工
学
研
究
報
告
一
四
号
、
一
〜
一
四
頁
、
一

九
九
二
年
四
月

「
首
都
圏
に
お
け
る
広
域
的
環
境
管
理
の
法
制
度
の
あ
り
方
―
序

説
」、
環
境
法
研
究
二
一
号
、
六
五
〜
七
八
頁
、
一
九
九
三
年
七
月

「
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
公
害
の
広
域
規
制
」、
環
境
法
研
究
二
一
号
、

一
七
四
〜
一
九
一
頁
、
一
九
九
三
年
七
月

「
搭
乗
者
傷
害
保
険
と
損
害
賠
償
額
」、
金
融
・
商
事
判
例
（
増

刊
）
九
三
三
号
、
一
五
四
〜
一
六
一
頁
、
一
九
九
四
年
一
月

「『
あ
る
が
ま
ま
判
決
』
の
検
討

横
浜
地
裁
平
成
二
年
七
月
一
一

日
判
決
と
同
事
件
控
訴
審
東
京
高
裁
平
成
三
年
二
月
二
七
日
判
決
の
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比
較
検
討
」、
賠
償
科
学
二
〇
号
、
二
五
〜
三
〇
頁
、
一
九
九
五
年

九
月

「
ま
ち
づ
く
り
・
復
興
の
私
法
的
視
点
」、
日
本
不
動
産
学
会
誌
三

九
号
、
三
〇
〜
三
三
頁
、
一
九
九
五
年
一
二
月

「
土
壌
・
地
下
水
汚
染
問
題
の
法
的
対
応
―
最
近
の
土
地
環
境
問
題

と
法
」、
日
本
土
地
環
境
学
会
誌
三
号
、
四
三
〜
五
〇
頁
、
一
九
九

六
年
一
〇
月

「
身
上
監
護
」「
身
上
代
行
」、『
成
年
後
見
法
（
私
案
）』（
ト
ラ
ス

ト
六
〇
研
究
叢
書
）、
二
四
〜
四
五
頁
、
六
二
〜
七
四
頁
、
財
団
法

人
ト
ラ
ス
ト
六
〇
、
一
九
九
八
年
三
月

「
身
上
監
護
―
総
合
的
な
身
上
監
護
法
か
ら
の
考
察
」、
判
例
タ
イ

ム
ズ
九
六
一
号
、
二
二
〜
二
八
頁
、
一
九
九
八
年
三
月

「
環
境
法
の
学
習
―
東
京
訴
訟
に
お
け
る
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
製
造
・
販
売
責
任
を
中
心
に
」、
秋
田
大
学
総
合
基

礎
教
育
研
究
報
告
第
五
集
、
一
〜
一
八
頁
、
一
九
九
八
年
三
月

「
逸
失
利
益
と
因
果
関
係
―
貝
採
事
件
三
判
決
を
契
機
に
」、
賠
償

科
学
二
三
号
、
五
二
〜
六
八
頁
、
一
九
九
八
年
四
月

「
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
入
居
者
死
亡
と
終
身
入
居
金
等
の
返
還
金
の

受
領
者
」、
日
本
不
動
産
学
会
誌
四
八
号
、
四
二
〜
四
八
頁
、
一
九

九
八
年
九
月

「
成
年
後
見
法
」、
保
健
婦
雑
誌
五
六
巻
一
二
号
増
刊
号
、
一
〇
八

四
〜
一
〇
八
五
頁
、
二
〇
〇
〇
年
一
一
月

「
都
市
型
複
合
大
気
汚
染
訴
訟
と
割
合
的
認
定
論
―
西
淀
川
２
〜
４

次
判
決
を
中
心
に
」、
季
刊
用
地
三
巻
八
号
、
三
〇
〜
三
五
頁
、
二

〇
〇
二
年
七
月

「
対
談

道
路
環
境
と
民
事
訴
訟
―
裁
判
所
に
よ
る
救
済
手
法
の
検

討
」、
季
刊
用
地
三
巻
八
号
、
六
〜
二
九
頁
、
二
〇
〇
二
年
七
月

「
野
村
法
学
の
本
質
に
学
ぶ
―
人
身
賠
償
論
の
原
点
」、
判
例
タ
イ

ム
ズ
一
〇
八
八
号
、
二
〇
〜
二
五
頁
、
二
〇
〇
二
年
七
月

「
野
村
好
弘
教
授
の
環
境
法
学
」、
環
境
法
研
究
二
七
号
、
一
〇

五
〜
一
二
五
頁
、
二
〇
〇
二
年
七
月

「
身
上
監
護
制
度
論
の
展
望
」、
実
践
成
年
後
見
三
号
、
八
二
〜
九

三
頁
、
二
〇
〇
二
年
七
月

「
成
年
後
見
法
」、『
い
ま
を
読
み
解
く
保
健
活
動
の
キ
ー
ワ
ー
ド
』、

医
学
書
院
、
二
六
七
〜
二
六
九
頁
、
二
〇
〇
二
年
一
一
月

「
成
年
後
見
法
に
お
け
る
補
助
・
保
佐
の
位
置
づ
け
」、
実
践
成
年

後
見
七
号
、
四
〜
一
〇
頁
、
二
〇
〇
三
年
一
〇
月

「
成
年
後
見
制
度
に
お
け
る
身
上
監
護
の
意
義
と
可
能
性
」、
老
年

精
神
医
学
雑
誌
一
四
巻
一
〇
号
、
一
二
五
一
〜
一
二
五
三
頁
、
二
〇

〇
三
年
一
〇
月

「
交
通
事
故
と
医
療
事
故
の
競
合
（
最
判
平
一
三
・
三
・
一
三
の
検

討
を
中
心
に
）」、
賠
償
科
学
三
〇
号
、
三
九
〜
四
七
頁
、
二
〇
〇
三

年
一
二
月

「
療
養
指
導
と
し
て
の
説
明
」、
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
一
七
八
号
、
一

九
四
〜
一
九
六
頁
、
二
〇
〇
五
年
七
月

「
成
年
後
見
制
度
の
役
割
と
本
質
―
民
法
、
消
費
者
法
、
社
会
福
祉

法
の
新
し
い
関
係
を
構
築
す
る
」、
消
費
者
法
ニ
ュ
ー
ス
六
六
号
、

二
二
四
〜
二
二
五
頁
、
二
〇
〇
六
年
一
月
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「
虐
待
防
止
と
成
年
後
見
の
役
割
」、
実
践
成
年
後
見
一
七
号
、
五

一
〜
五
五
頁
、
二
〇
〇
六
年
四
月

「
地
方
自
治
体
に
お
け
る
環
境
情
報
公
開
（
調
査
報
告
）」、
日
本
不

動
産
学
会
誌
七
五
号
、
六
六
〜
七
五
頁
、
二
〇
〇
六
年
四
月

「
過
労
自
殺
と
因
果
関
係
―
電
通
事
件
裁
判
例
の
分
析
」、
賠
償
科

学
三
四
号
、
四
九
〜
五
三
頁
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月

「
地
域
連
携
実
践
上
、
権
利
擁
護
の
た
め
の
能
力
判
定
を
ど
の
よ
う

な
視
点
で
考
え
る
べ
き
か
」、
老
年
精
神
医
学
雑
誌
一
七
巻
増
刊
号
―

Ⅱ
、
一
四
六
〜
一
五
一
頁
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月

「
身
上
監
護
か
ら
み
た
成
年
後
見
制
度
運
用
の
現
状
と
課
題
」、
実

践
成
年
後
見
二
三
号
、
七
一
〜
七
九
頁
、
二
〇
〇
七
年
一
〇
月

「
公
共
の
精
神
」「
出
席
停
止
制
度
の
活
用
」「
体
罰
の
禁
止
」「
懲

戒
権
の
限
界
」「
伝
統
と
文
化
の
尊
重
」、
教
職
研
修
（
臨
時
増
刊
）、

八
七
頁
、
一
〇
九
頁
、
一
二
九
頁
、
一
三
六
頁
、
一
四
三
頁
、
二
〇

〇
八
年
二
月

「
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
契
約
と
成
年
後
見
人
の
役
割
」、
実
践
成

年
後
見
二
六
号
、
四
〇
〜
四
六
頁
、
二
〇
〇
八
年
七
月

「
成
年
後
見
に
お
け
る
身
上
監
護
の
あ
り
方
」、
実
践
成
年
後
見
三

三
号
、
三
六
〜
四
〇
頁
、
二
〇
一
〇
年
四
月

「
第
一
分
科
会
『
医
療
行
為
の
同
意
』
報
告
」、
実
践
成
年
後
見
三

六
号
、
四
三
〜
五
二
頁
、
二
〇
一
一
年
一
月

「
素
因
競
合
と
割
合
的
認
定
―
理
論
か
ら
の
考
察
」、
賠
償
科
学
三

七
号
、
一
八
〜
二
五
頁
、
二
〇
一
一
年
一
月

「
成
年
後
見
制
度
の
新
し
い
展
開
―
民
法
に
よ
る
支
援
と
限
界
」、

日
本
老
年
医
学
会
雑
誌
五
〇
巻
五
号
、
六
三
八
〜
六
四
〇
頁
、
二
〇

一
三
年
九
月

「
成
年
後
見
制
度
」、『
高
齢
者
保
健
福
祉
実
務
事
典
』、
六
八
三
〜

六
八
四
頁
、
第
一
法
規
、
二
〇
一
三
年
九
月

「
人
間
環
境
問
題
研
究
会
創
立
四
〇
周
年
に
あ
た
っ
て
」、
環
境
法

研
究
三
八
号
、
三
〜
二
五
頁
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月

Ⅳ

判
例
評
釈

（
単
著
）

「
譲
渡
担
保
設
定
者
の
不
法
占
有
者
に
対
す
る
返
還
請
求
権

最
高

裁
昭
和
五
七
年
九
月
二
八
日
第
三
小
法
廷
判
決

上
告
棄
却
」、
判

例
タ
イ
ム
ズ
五
〇
五
号
、
五
三
〜
五
六
頁
、
一
九
八
三
年
一
一
月

「
判
例
解
説
」、
交
通
事
故
民
事
裁
判
例
集
一
五
巻
索
引
・
解
説
号
、

三
〇
六
〜
三
一
〇
頁
、
一
九
八
四
年
四
月

「
河
川
改
修
に
お
け
る
自
治
体
の
責
任
―
大
東
水
害
訴
訟
最
高
裁
判

決
を
基
礎
に
し
て
」、
判
例
地
方
自
治
八
号
、
一
三
五
〜
一
三
八
頁
、

一
九
八
五
年
二
月

「
物
件
損
害
」、
交
通
事
故
民
事
裁
判
例
集
一
六
巻
索
引
・
解
説
号
、

三
二
四
〜
三
二
九
頁
、
一
九
八
五
年
四
月

「
交
通
判
例
研
究

交
通
事
故
と
医
療
過
誤
の
複
合
事
故
に
つ
き
共

同
不
法
行
為
責
任
を
認
め
、
逸
失
利
益
の
算
出
に
よ
り
最
近
の
賃
金

セ
ン
サ
ス
を
用
い
た
事
例

東
京
高
裁
昭
和
五
七
年
二
月
一
七
日
第

一
七
民
事
部
判
決
（
交
通
民
集
一
五
巻
一
号
六
四
頁
、
判
例
時
報
一
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〇
三
八
号
二
九
五
頁
）」、
判
例
タ
イ
ム
ズ
五
五
六
号
、
八
二
〜
八
六

頁
、
一
九
八
五
年
八
月

「
物
件
損
害
」、
交
通
事
故
民
事
裁
判
例
集
一
七
巻
索
引
・
解
説
号
、

三
一
五
〜
三
一
九
頁
、
一
〇
八
六
年
八
月

「
亡
き
息
子
の
母
親
が
、
息
子
か
ら
仕
送
り
を
受
け
て
い
た
場
合
に
、

母
親
に
対
し
扶
養
喪
失
に
よ
る
損
害
を
認
め
な
か
っ
た
事
例
」、
交

通
事
故
民
事
裁
判
例
集
一
八
巻
索
引
・
解
説
号
、
三
二
五
〜
三
二
九

頁
、
一
九
八
七
年
四
月

「
最
近
の
重
要
環
境
・
公
害
判
例
」、
環
境
法
研
究
一
八
号
、
一
二

五
〜
一
三
七
頁
、
二
〇
三
頁
、
二
四
四
〜
二
四
八
頁
、
一
九
八
七
年

八
月

「
原
因
競
合
―
割
合
的
認
定
（
二
）
―
精
神
分
裂
病
の
誘
発
」、
新

交
通
事
故
判
例
百
選
、
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
四
号
、
四
二
〜
四
三
頁
、

一
九
八
七
年
九
月

「
山
岳
遭
難
事
故
損
害
賠
償
請
求
事
件
（
京
都
府
）」、
判
例
地
方
自

治
四
〇
号
、
三
三
〜
三
七
頁
、
一
九
八
八
年
三
月

「
法
適
合
建
築
物
に
よ
る
日
照
・
通
風
阻
害
と
不
法
行
為
責
任
」、

街
づ
く
り
・
国
づ
く
り
判
例
百
選
、
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
四
号
、
四

四
〜
四
五
頁
、
一
九
八
九
年
八
月

「
原
発
風
評
被
害
損
害
賠
償
控
訴
事
件
―
名
古
屋
高
裁
金
沢
支
部
平

成
元
年
五
月
一
七
日
判
決
」、
法
律
の
ひ
ろ
ば
四
二
巻
一
〇
号
、
四

五
〜
五
三
頁
、
一
九
八
九
年
一
〇
月

「
原
付
自
転
車
市
道
上
ス
リ
ッ
プ
横
転
事
故
損
害
賠
償
請
求
事
件

（
京
都
市
）」、
判
例
地
方
自
治
六
六
号
、
六
六
〜
八
八
頁
、
一
九
九

〇
年
三
月

「
志
登
茂
川
水
害
訴
訟
控
訴
事
件
」、
判
例
地
方
自
治
七
九
号
、
八

二
〜
八
八
頁
、
一
九
九
一
年
三
月

「
土
呂
久
鉱
害
訴
訟
三
判
決
を
め
ぐ
る
基
礎
的
考
察
」、
環
境
法
研

究
一
九
号
、
一
九
一
〜
二
二
三
頁
、
一
九
九
一
年
一
〇
月

「
中
野
富
士
見
中
学
校
い
じ
め
損
害
賠
償
請
求
事
件
」、
判
例
地
方

自
治
九
二
号
、
七
七
〜
八
四
頁
、
一
九
九
二
年
三
月

「
法
定
地
上
権
の
移
転
と
未
払
地
代
債
務
の
承
継
の
有
無
（
最
三
小

判
平
成
三
・
一
〇
・
一
）」、
法
学
教
室
一
五
〇
号
付
録
、
二
一
頁
、

一
九
九
二
年
三
月

「
国
道
四
三
号
線
訴
訟
控
訴
審
判
決
（
大
阪
高
裁
平
成
四
年
二
月
二

〇
日
判
決
）
に
つ
い
て
」、
月
刊
用
地
二
五
巻
二
九
七
号
、
二
七
〜

三
七
頁
、
一
九
九
二
年
六
月

「
西
淀
川
大
気
汚
染
公
害
訴
訟
・
第
一
審
判
決
の
因
果
関
係
論
、
共

同
不
法
行
為
論
」、
環
境
法
研
究
二
〇
号
、
二
三
三
〜
二
五
一
頁
、

一
九
九
二
年
一
〇
月

「
市
ご
み
焼
却
場
建
設
工
事
差
止
請
求
事
件
」、
判
例
地
方
自
治
一

〇
五
号
、
一
〇
一
〜
一
〇
四
頁
、
一
九
九
三
年
三
月

「
公
害
判
例
研
究

水
俣
病
東
京
訴
訟
・
東
京
地
裁
平
成
四
年
二
月

七
日
判
決
の
基
礎
的
検
討
」、
環
境
法
研
究
二
一
号
、
二
六
一
〜
二

八
九
頁
、
一
九
九
三
年
七
月

「
割
合
的
因
果
関
係
論

議
論
の
沿
革
と
判
例
に
お
け
る
割
合
的
判

断
の
定
着
」、
判
例
タ
イ
ム
ズ
八
四
七
号
、
五
九
〜
六
四
頁
、
一
九

九
三
年
八
月
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「
小
松
基
地
事
件
―
差
止
に
関
す
る
受
忍
限
度
の
判
断
」、
公
害
・

環
境
判
例
百
選
、
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
六
号
、
一
二
二
〜
一
二
三

頁
、
一
九
九
四
年
四
月

「
複
数
の
後
見
人
に
よ
る
代
理
行
為
」、
家
族
法
判
例
百
選
（
第
五

版
）、
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
二
号
、
一
二
六
〜
一
二
七
頁
、
一
九

九
五
年
一
月

「
水
俣
病
訴
訟
に
お
け
る
病
像
論
と
因
果
関
係
論
―
熊
本
地
裁
平
成

五
年
三
月
二
五
日
判
決
と
京
都
地
裁
平
成
五
年
一
一
月
二
六
日
判

決
」、
環
境
法
研
究
二
二
号
、
一
九
一
〜
二
二
四
頁
、
一
九
九
五
年

二
月

「
水
俣
病
関
西
訴
訟
（
熊
本
県
）」、
判
例
地
方
自
治
一
三
一
号
、
五

一
〜
五
四
頁
、
一
九
九
五
年
三
月

「
海
外
旅
行
中
の
事
故
と
旅
行
業
者
の
責
任
」、
消
費
者
取
引
判
例

百
選
、
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
五
号
、
一
三
二
〜
一
三
三
頁
、
一
九

九
五
年
一
一
月

「
ホ
テ
ル
売
却
の
損
害
賠
償
等
住
民
訴
訟
事
件
」、
判
例
地
方
自
治

一
四
四
号
、
二
七
〜
二
九
頁
、
一
九
九
六
年
三
月

「
判
例
解
説
」、
交
通
事
故
民
事
裁
判
例
集
二
六
巻
索
引
・
解
説
号
、

三
一
三
〜
三
一
六
頁
、
一
九
九
六
年
四
月

「
判
例
分
析
（
一
）
民
事
法
―
騒
音
」、
環
境
法
研
究
二
三
号
、
三

五
〜
四
六
頁
、
一
九
九
六
年
一
一
月

「
県
立
養
護
学
校
プ
ー
ル
溺
死
損
害
賠
償
請
求
事
件
」、
判
例
地
方

自
治
一
五
七
号
、
四
二
〜
四
四
頁
、
一
九
九
七
年
三
月

「
い
わ
ゆ
る
不
法
残
留
外
国
人
の
労
災
事
故
に
よ
る
逸
失
利
益
の
算

定
（
最
三
小
判
平
成
九
・
一
・
二
八
）」、
法
学
教
室
二
一
〇
号
付
録
、

二
三
頁
、
一
九
九
七
年
三
月

「
素
因
競
合
（
既
往
症
等
）
に
お
け
る
割
合
的
認
定
事
例
と
因
果
関

係
論
」、
交
通
事
故
民
事
裁
判
例
集
二
七
巻
索
引
・
解
説
号
、
四
五

三
〜
四
五
八
頁
、
一
九
九
七
年
三
月

「
い
わ
ゆ
る
首
長
事
件
最
高
裁
判
決
の
法
的
課
題
」、
判
例
タ
イ
ム

ズ
九
四
七
号
、
七
一
〜
七
七
頁
、
一
九
九
七
年
一
二
月

「
被
害
者
の
既
往
症
（
軽
度
な
脊
髄
疾
患
）
及
び
心
因
的
要
因
（
①

判
決
）、
被
害
者
の
身
体
的
素
因
（
椎
間
板
の
扁
平
化
（
②
判
決
））

と
、
寄
与
度
に
よ
る
解
決
」、
交
通
事
故
民
事
裁
判
例
集
二
八
巻
索

引
・
解
説
号
、
三
八
五
〜
三
九
三
頁
、
一
九
九
八
年
一
月

「
宮
城
県
沖
地
震
造
成
宅
地
・
建
物
損
壊
賠
償
請
求
事
件
」、
判
例

地
方
自
治
一
七
〇
号
、
四
二
〜
四
六
頁
、
一
九
九
八
年
三
月

「
外
車
の
物
損
事
例
」、
交
通
事
故
民
事
裁
判
例
集
二
九
巻
索
引
・

解
説
号
、
三
八
〇
〜
三
八
六
頁
、
一
九
九
九
年
二
月

「
準
禁
治
産
宣
告
・
保
佐
人
選
任
審
判
を
取
り
消
し
た
事
例
」、
民

商
法
雑
誌
一
一
九
巻
四
・
五
号
、
三
二
八
〜
三
三
九
頁
、
一
九
九
九

年
二
月

「
高
校
生
自
殺
損
害
賠
償
請
求
事
件
（
秋
田
県
）」、
判
例
地
方
自
治

一
八
三
号
、
二
〇
〜
二
三
頁
、
一
九
九
九
年
三
月

「
原
因
競
合
―
割
合
的
認
定
（
二
）
精
神
分
裂
病
の
誘
発
」、
交
通

事
故
判
例
百
選
（
四
版
）、
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
五
二
号
、
四
四
〜

四
五
頁
、
一
九
九
九
年
九
月

「
交
差
点
信
号
機
管
理
瑕
疵
損
害
賠
償
請
求
事
件
（
千
葉
県
）」、
判
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例
地
方
自
治
一
九
三
号
、
一
〇
七
〜
一
一
一
頁
、
二
〇
〇
〇
年
一
月

「
保
険
金
に
対
す
る
内
縁
の
妻
の
権
利
」、
交
通
事
故
民
事
裁
判
例

集
三
〇
巻
索
引
・
解
説
号
、
三
五
四
〜
三
五
八
頁
、
二
〇
〇
〇
年
二

月「
都
心
の
高
層
ビ
ル
街
に
所
在
す
る
ビ
ル
の
外
壁
修
理
工
事
を
行
う

場
合
に
お
い
て
、
隣
接
す
る
ビ
ル
の
屋
上
及
び
非
常
階
段
に
立
ち
入

る
こ
と
の
承
諾
請
求
が
認
容
さ
れ
た
事
例
（
東
京
地
判
一
一
・
一
・

二
八
）」、
判
例
評
論
四
九
三
号
、
二
二
〜
二
八
頁
、
二
〇
〇
〇
年
三

月「
小
学
六
年
生
体
罰
自
殺
事
件
（
龍
野
市
）」、
判
例
地
方
自
治
二
〇

八
号
、
八
八
〜
九
三
頁
、
二
〇
〇
一
年
三
月

「
環
境
民
事
訴
訟
の
新
た
な
動
向
」、
環
境
法
研
究
二
六
号
、
八

三
〜
一
一
二
頁
、
二
〇
〇
一
年
四
月

「
判
例
解
説
（
大
阪
高
判
平
一
一
・
五
・
二
五
交
通
民
集
三
二
巻
三

号
七
一
七
頁
）」、
交
通
事
故
民
事
裁
判
例
集
三
二
巻
索
引
・
解
説
号
、

三
五
二
〜
三
五
九
頁
、
二
〇
〇
二
年
三
月

「
未
就
労
年
少
女
子
の
死
亡
に
よ
る
逸
失
利
益
の
算
定
に
あ
た
り
全

労
働
者
の
平
均
賃
金
を
用
い
た
原
審
判
決
を
不
服
と
す
る
上
告
を
棄

却
し
た
事
例
―
最
高
裁
平
成
一
四
年
五
月
三
一
日
決
定
」、
法
律
の

ひ
ろ
ば
五
五
巻
八
号
、
七
一
〜
八
〇
頁
、
二
〇
〇
二
年
八
月

「
宮
城
県
沖
地
震
造
成
宅
地
損
害
賠
償
請
求
控
訴
事
件
」、
判
例
地

方
自
治
二
三
〇
号
、
一
〇
三
〜
一
〇
六
頁
、
二
〇
〇
二
年
一
一
月

「
判
例
解
説
（
東
京
地
判
平
一
二
・
三
・
二
九
交
通
民
集
三
三
巻
二

号
六
一
九
頁
）」
交
通
事
故
民
事
裁
判
例
集
三
三
巻
索
引
・
解
説
号
、

三
五
二
〜
三
五
五
頁
、
二
〇
〇
三
年
三
月

「
東
京
大
気
汚
染
訴
訟
東
京
地
裁
判
決
に
お
け
る
因
果
関
係
論
」、

判
例
タ
イ
ム
ズ
一
一
一
四
号
、
四
〜
一
〇
頁
、
二
〇
〇
三
年
五
月

「
東
京
大
気
汚
染
公
害
訴
訟
―
損
害
賠
償
に
お
け
る
瑕
疵
論
、
過
失

論
」、
環
境
法
研
究
二
八
号
、
一
二
六
〜
一
三
七
頁
、
二
〇
〇
三
年

一
〇
月

「
未
就
労
年
少
女
子
（
一
一
歳
・
小
学
生
）
の
逸
失
利
益
」、
交
通

事
故
民
事
裁
判
例
集
三
四
巻
索
引
・
解
説
号
、
三
八
〇
〜
三
八
五
頁
、

二
〇
〇
四
年
二
月

「
市
営
住
宅
家
賃
滞
納
に
係
る
明
渡
等
請
求
事
件
」、
判
例
地
方
自

治
二
四
八
号
、
六
八
〜
七
〇
頁
、
二
〇
〇
四
年
三
月

「
四
日
市
ぜ
ん
息
損
害
賠
償
請
求
事
件
―
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
公
害
と
共

同
不
法
行
為
」、
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
七
一
号
（
環
境
法
判
例
百
選
）、

四
四
〜
四
五
頁
、
二
〇
〇
四
年
四
月

「
定
期
金
賠
償
（
①
東
京
地
判
一
五
・
七
・
二
四
②
東
京
高
判
一

五
・
七
・
二
九
）」、
判
例
評
論
五
四
六
号
、
一
六
九
〜
一
七
八
頁
、

二
〇
〇
四
年
八
月

「
判
例
解
説
（
東
京
地
判
平
一
四
・
七
・
三
一
交
通
民
集
三
五
巻
六

号
一
七
六
四
頁
）」、
交
通
事
故
民
事
裁
判
例
集
三
五
巻
索
引
・
解
説

号
、
三
六
三
〜
三
六
八
頁
、
二
〇
〇
五
年
三
月

「
番
組
提
供
者
の
営
業
内
容
確
認
義
務
と
民
放
連
の
放
送
基
準
―
投

資
ジ
ャ
ー
ナ
ル
グ
ル
ー
プ
事
件
」、
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
七
九
号

（
メ
デ
ィ
ア
判
例
百
選
）、
一
三
四
〜
一
三
五
頁
、
二
〇
〇
五
年
一

二
月

６７２



「
朝
日
中
学
い
じ
め
自
殺
国
家
賠
償
請
求
事
件
（
新
潟
県
朝
日
村
）」、

判
例
地
方
自
治
二
六
一
号
、
三
八
〜
四
〇
頁
、
二
〇
〇
六
年
三
月

「
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
に
関
す
る
損
害
賠
償
請
求
控
訴
事
件
（
茨
城

県
）」、
判
例
地
方
自
治
二
七
四
号
、
四
三
〜
四
六
頁
、
二
〇
〇
六
年

三
月

「
課
外
ク
ラ
ブ
活
動
中
の
落
雷
事
故
損
害
賠
償
請
求
事
件
（
高
槻

市
）」、
判
例
地
方
自
治
二
八
七
号
、
四
二
〜
四
六
頁
、
二
〇
〇
七
年

三
月

「
判
例
解
説
（
大
阪
地
判
平
一
六
・
三
・
二
九
交
通
民
集
三
七
巻
二

号
四
五
三
頁
）」、
交
通
事
故
民
事
裁
判
例
集
三
七
巻
索
引
・
解
説
号
、

二
一
八
〜
二
二
七
頁
、
二
〇
〇
七
年
三
月

「
都
市
環
境
問
題
の
考
え
方
」「
日
照
、
騒
音
、
ビ
ル
風
害
」、
環
境

法
研
究
三
二
号
、
一
二
三
〜
一
二
五
頁
、
一
三
七
〜
一
四
九
頁
、
二

〇
〇
七
年
一
〇
月

「
判
例
解
説
（
高
松
高
判
平
一
九
・
二
・
二
二
判
時
一
九
六
〇
号
四

〇
頁
）」、
判
例
評
論
五
八
六
号
、
一
九
四
〜
二
〇
一
頁
、
二
〇
〇
七

年
一
二
月

「
判
例
解
説
（
東
京
地
判
平
一
七
・
三
・
二
四
交
通
民
集
三
八
巻
二

号
四
〇
〇
頁
）」、
交
通
事
故
民
事
裁
判
例
集
三
八
巻
索
引
・
解
説
号
、

二
三
〇
〜
二
三
七
頁
、
二
〇
〇
八
年
三
月

「
土
地
の
使
用
借
権
者
と
民
法
二
〇
九
条
の
隣
地
使
用
権
」、
私
法

判
例
リ
マ
ー
ク
ス
三
七
号
、
一
四
〜
一
七
頁
、
二
〇
〇
八
年
七
月

「
民
法
九
一
五
条
一
項
の
『
自
己
の
た
め
に
相
続
の
開
始
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
時
』
の
意
義
」、
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
九
三
号
（
家

族
法
判
例
百
選
（
七
版
））、
一
五
八
〜
一
五
九
頁
、
二
〇
〇
八
年
一

〇
月

「
小
学
校
教
室
室
内
事
故
損
害
賠
償
請
求
事
件
（
千
葉
市
）」、
判
例

地
方
自
治
三
一
三
号
、
四
二
〜
四
五
頁
、
二
〇
〇
九
年
三
月

「
遺
産
内
容
の
錯
誤
を
理
由
に
単
純
承
認
の
効
果
を
否
定
し
た
事

例
」、
民
商
法
雑
誌
一
四
〇
巻
二
号
、
一
二
一
〜
一
二
七
頁
、
二
〇

〇
九
年
五
月

「
天
草
市
（
旧
本
渡
市
）・
市
立
小
学
校
に
お
け
る
体
罰
に
係
る
国

家
賠
償
請
求
事
件
」、
判
例
地
方
自
治
三
三
〇
号
、
七
四
〜
七
六
頁
、

二
〇
一
〇
年
七
月

「
土
壌
汚
染
と
瑕
疵
担
保
責
任
―
最
判
平
成
二
二
年
六
月
一
日
判
時

二
〇
八
三
号
七
七
頁
（
破
棄
自
判
）」、
環
境
法
研
究
三
五
号
、
三

五
〜
四
三
頁
、
二
〇
一
〇
年
一
〇
月

「
介
護
者
運
賃
割
引
制
度
情
報
不
提
供
損
害
賠
償
上
告
事
件
（
志
木

市
）」、
判
例
地
方
自
治
三
三
九
号
、
七
一
〜
七
四
頁
、
二
〇
一
一
年

三
月

「
判
例
解
説
（
神
戸
地
判
平
二
〇
・
二
・
二
二
交
通
民
集
四
一
巻
一

号
一
八
七
頁
）」、
交
通
事
故
民
事
裁
判
例
集
四
一
巻
索
引
・
解
説
号
、

二
七
八
〜
二
八
二
頁
、
二
〇
一
一
年
三
月

「
判
例
解
説
（
最
判
平
二
二
・
九
・
一
三
民
集
六
四
巻
六
号
一
六
二

六
頁
）」、
判
例
評
論
六
三
一
号
、
一
七
〇
〜
一
七
七
頁
、
二
〇
一
一

年
九
月

「
四
日
市
ぜ
ん
息
損
害
賠
償
請
求
事
件
―
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
公
害
と
共

同
不
法
行
為
」、
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
二
〇
六
号
（
環
境
法
判
例
百
選
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二
版
）、
一
〇
〜
一
三
頁
、
二
〇
一
一
年
九
月

「
判
例
研
究

最
近
の
環
境
民
事
裁
判
例
」、
環
境
法
研
究
三
六
号
、

二
〇
一
〜
二
一
五
頁
、
二
〇
一
一
年
一
一
月

「
判
例
解
説
（
千
葉
地
判
平
二
一
・
五
・
二
七
交
通
民
集
四
二
巻
三

号
六
七
〇
頁
）」、
交
通
事
故
民
事
裁
判
例
集
四
二
巻
索
引
・
解
説
号
、

二
九
四
〜
二
九
九
頁
、
二
〇
一
二
年
三
月

「
判
例
解
説
（
名
古
屋
地
判
平
二
二
・
五
・
一
四
交
通
民
集
四
三
巻

三
号
六
〇
八
頁
、
京
都
地
判
平
二
二
・
一
二
・
九
交
通
民
集
四
三
巻

六
号
一
六
三
七
頁
）」、
交
通
事
故
民
事
裁
判
例
集
四
三
巻
索
引
・
解

説
号
、
二
七
六
〜
二
八
三
頁
、
二
〇
一
三
年
三
月

「
川
崎
市
土
壌
汚
染
国
家
賠
償
請
求
事
件
」、
判
例
地
方
自
治
三
七

〇
号
、
一
一
〇
〜
一
一
三
頁
、
二
〇
一
三
年
八
月

「
判
例
解
説
（
札
幌
地
判
平
二
四
・
九
・
二
六
判
時
二
一
七
〇
号
八

八
頁
）」、
判
例
評
論
六
五
六
号
、
一
五
四
〜
一
六
〇
頁
、
二
〇
一
三

年
一
〇
月

「
エ
コ
セ
メ
ン
ト
化
施
設
操
業
禁
止
請
求
事
件
（
東
京
た
ま
広
域
資

源
循
環
組
合
）」、
判
例
地
方
自
治
三
七
八
号
、
四
三
〜
四
五
頁
、
二

〇
一
四
年
三
月

「
判
例
解
説
（
緊
急
自
動
車
の
事
故
と
過
失
割
合
）」、
交
通
事
故
民

事
裁
判
例
集
四
四
巻
索
引
・
解
説
号
、
三
〇
九
〜
三
一
六
頁
、
二
〇

一
四
年
四
月

「
民
法
九
一
五
条
一
項
の
「
自
己
の
た
め
に
相
続
に
開
始
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
時
」
の
意
義
」、
民
法
判
例
百
選
Ⅲ
（
別
冊
ジ
ュ
リ

ス
ト
二
二
五
号
）、
一
五
二
〜
一
五
三
頁
、
二
〇
一
五
年
二
月

Ⅴ

そ
の
他

「
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ン
ド
ト
ラ
ス
ト
」、
國
立
公
園
四
三
七
号
、
一

四
〜
一
八
頁
、
一
九
八
六
年
四
月
（
野
村
好
弘
氏
と
共
著
）

「
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ン
ド
ト
ラ
ス
ト
」、「
環
境
科
学
」
研
究
報
告
集

B３１３-R４０-０１-１

、
四
一
〜
四
六
頁
、
一
九
八
七
年
三
月

「
環
境
保
全
の
新
し
い
手
法
」、
環
境
研
究
六
七
号
、
一
〇
六
〜
一

一
二
頁
、
一
九
八
七
年
一
二
月
（
野
村
好
弘
氏
と
共
著
）

「
環
境
保
全
の
法
的
手
法
」『
歴
史
的
遺
産
の
保
全
に
関
す
る
実
態

と
制
度
に
関
す
る
研
究
報
告
書
』（
財
団
法
人
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト

ラ
ス
ト
）、
九
八
〜
一
一
二
頁
、
一
九
九
五
年
三
月

『
身
上
監
護
研
究
会
平
成
一
九
年
度
報
告
書
』、
平
成
一
九
年
度
厚

生
労
働
省
老
人
保
健
事
業
推
進
費
等
補
助
金
（
老
人
保
健
健
康
増
進

等
事
業
分
）
事
業
、
日
本
成
年
後
見
法
学
会
受
託
事
業
（
研
究
会
委

員
座
長
）、
二
〇
〇
八
年
三
月
（
共
同
研
究
成
果
）

『
中
日
に
お
け
る
民
法
現
代
化
の
課
題
』、
千
葉
大
学
大
学
院
人
文

社
会
科
学
研
究
科
、
人
文
社
会
科
学
研
究
科
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成

果
報
告
書
一
七
一
集
、「
現
代
民
法
に
お
け
る
責
任
の
本
質
―
私
的

規
範
の
あ
り
方
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
」、
七
九
〜
一
九
二
頁
、

二
〇
〇
九
年
二
月
（
編
集
・
分
担
執
筆
）（
分
担
執
筆
者
・
江
涛
氏
）
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